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九
州
の
明
治
大
正
期

に
お
け
る
電
力
事
業
雑
感

長
野
暹

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
と
し
て
電
力
が
占

め
て
き
た
役
割
の
大
き
さ
は
改
た
め

て
云
う
ま
で
も
な

い
が
、
発
電
事
業
と
地
域
産
業
・の
連
関
に
つ
い
て
の
分
析
は

案
外
に
少

な
い
。

現
今
に
お
い
て
は
九
つ
の
電
力
会
社
は
日
本
で
も
有
数

の
大
企
業
に
属
し
産

業
上
に
重
要
な
機
能
を
営
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
電
力
会
社
は
明
治
期
以
来
の

電
力
会
社

の
整
理
統
合
の
過
程
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
歩
み
自
体

が
地
域
経
済

の
変
化
と
相
応
す
る
面
が
多
か
っ
た
。

わ
が
国
に
お
け
る
電
力
会
社
と
し
て
は
明
治

一
九
年
七
月
に
資
本
金
二
〇
万

円
で
設
立
し
た
東
京
電
灯
会
社
を
も

っ
て
始

め
と
す
る
が
、
電
力
供
給
の
点
に

お
い
て
九
州
地
域
は
明
治
二
〇
年

代
に
な

っ
て
電
灯
会
社
の
設
立
が
続
い
た
。

明
治

二
四
年
七
月
に
は
熊
本
電
灯

会
社
が
設
立
さ
れ
、
二
六
年

に
長
崎
電
灯
会

社
、

二
九
年
馬
関
電
灯
会
社
、

二
九
年
に
博
多
電
灯
会
社
と
九
州
北
部
地
域
に

お
い
て
相
次
い
で
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
電
灯
会
社
は
そ
の
電
力
は
火
力

発
電
に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

こ
の
点

に
お
い
て
明
治
三
九
年

一
一
月
に
資

本
金
三
〇
万
円
で
設
立
さ
れ
た
広
滝
水
力
電
気
株
式
会
社
は
可
成
り
特
色
の
あ

る
存
在

で
あ

っ
た
α
水
力
発
電
に

よ
る
電
力
供
給
と
し
て
は
琵
琶
湖
の
疎
水
を

利
用
し
直
流
八
〇
即
発
電
機

二
基
を
設
え
て
明
治
二
五
年
六
月
四
日
に
開
業
し

た
京
都
市
営
水
力
発
電
所
が
最
も
早
い
も
の
に
属
す
る
。

広
滝
水
力
電
気
会
社
は
明
治
三
六
年
六
月
に
佐
賀
市
内
居
住
の
牟
田
万
次
郎
に

よ
っ
て
城
原
川
の
水
利
権
獲
得
を
契
機
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
四
〇

年

一
〇
月
に
は
五
百
キ
ロ
二
台
の
発
電
機
を
設
備
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
四
三

年
五
月
に
は
長
崎
県
の
波
佐
見
金
山
が
経
営
し
た
川
上
川
発
電
所

(
七
百
キ

ロ

発
電
)
を
買
収
し
た
。
こ
ゝ
に
水
力
発
電

一
大
体
系
と
し
て
の
川
上
川
系
水
力

開
発
が
積
極
化
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

当
時
、
佐
賀
県
内
に
お
い
て
は
芳
谷
炭
坑
な
ど
大
規
模
な
石
炭
産
業
が
盛
え
つ
つ

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
炭
坑
に
お
け
る
電
力
は
主
に
炭
坑
内
に
お
け
る
自
家
火
力

発
電
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
電
力
会
社

に
よ
る
電
力
供
給
事
業
と
し
て
は
広
範

囲
な
地
域
に
わ
た
る
供
給
を
得
策
と
し
て
い
た
。
こ
ゝ
に
九
州
地
域
に
お
け
る

電
灯
会
社
の
合
併
と
統
合
が
明
治
四
〇
年
代
に
促
進
さ
れ
て
い
っ
た
要
因
が
あ

っ
た
。

明
治
二
九
年
五
月
に
設
立
し
た
博
多
電
灯
会
社
は
明
治
四

一
年
に
大
牟
田
電

灯
会
社
を
合
併
し
、
四
四
年
六
月
に
は
福
博
電
気
軌
道
株
式
会
社
と
合
併
し
て

博
多
電
灯
軌
道
株
式
会
社
と
改
称
し
て
い
る
。
そ
し
て
福
岡
県
と
佐
賀
県
と
の

電
力
供
給
体
系
を

一
体
化
す
る
動
き
が
起
り
、
明
治
四
五
年
六
月

に
は
唐
津
電

灯
会
社
と
広
滝
水
力
電
気
会
社
が
合
併
し
て
出
来
た
九
州
電
灯
株
式
会
社
と
博

多
電
灯
軌
道
株
式
会
社
が
合
併
し
て
資
本
金
四
八
五
万
円
の
九
州
電
灯
鉄
道
株

式
会
社
が
発
足
し
た
。

こ
ゝ
に
北
九
州
地
域
に
お
け
る
水
力

・
火
力
併
用
の

一

大
電
力
会
社
が
出
現
し
た
。
大
正
二
年
に
は
佐
賀
福
岡
間
を
二
四
〇
〇
V
送
電

機
で
連
繋
し
福
岡
地
域

へ
の
佐
賀
か
ら
の
電
力
供
給
が
円
滑
化
す
る
こ
と
を
計

っ
た
。
こ
の
電
力
供
給
体
系
を
更
に
豊
富
に
す
る
た
め
に
川
上
川
水
系
に
発
電



所
の
建
設
が
相
次
ぎ
、
大
正
二
年

五
月
に
は
川
上
川
第
二
発
電
所
、
同
五
年
二

月
に
川
上
川
第

一
発
電
所
が
完
成

し
て
佐
賀
福
岡
間
を
六
六
〇
〇
〇
V
の
送
電

線
で
結
び
、
同

一
一
年
に
は
川
上
川
第
三
発
電
所
、
同

一
二
年
に
川
上
川
第
四

発
電
所
の
建
設
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
川
上
川
水
系
に
お
け
る
発
電
所
建
設
に
よ
っ
て
豊
富
な
電
力
が
供
給
で

き
る
よ
う
に
な

っ
た
九
州
電
灯
鉄

道
株
式
会
社
は
更
に
周
辺
の
小
電
灯
会
社
の

吸
収
合
併
を
す
す
め
て
い
っ
た
。
大
正
三
年

一
一
月
に
は
唐
津
軌
道
、
糸
島
電

灯
、
七
山
水
力
、
佐
世
保
電
灯
、
大
諫
電
灯
の
各
各
電
力
会
社

を
合
併
し
、
大

正
四
年
に
は
津
屋
崎
電
灯
、
宗
像

電
気
の
二
社
を
買
収
、
大
正
五
年
五
月
に
は

長
崎
電
気
瓦
斯
、
馬
関
電
灯
、
久

留
米
電
灯
の
各
社
を
合
併
、
大
正
六
年

一
〇

月
に
長
府
電
灯
、
同
九
年
三
月
彦

島
電
灯
を
統
合
し
た
。
こ
う
し
て
大
正

一
〇

年
ご
ろ
に
は
北
九
州
地
域
に
お
け
る
電
力
事
業
に
お
け
る
独
占
的
地
位
が
確
立

し
、
公
称
資
本
金
五
千
万
円
と
い
わ
れ
る
大
独
占
体
と
な

っ
た
。
そ
れ
は
更
に

大
正

一
一
年
五
月
の
関
西
電
気
株

式
会
社

と
の
合
併
に
よ
っ
て
日
本
に
お
け
る

大
電
力
会
社
と
し
て
の
地
位
が
確
立
し
た
。

こ
れ
が
東

邦
電
力
株
式
会
社

(

発
足
時
総
資
本
金

一
億
三
、
九
八
二
万
円
余
)
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
な
東
邦
電
力
株
式
会
社
の
形
成
過
程
は
周
知
の
こ
と
で
も
あ
る

が
、
そ
の
様
相
を
ひ
も
ど
け
ば

一
見
し
て
電
力
会
社
の
合
併
が
大
正
期
に
急
速

に
進
行
し
、
日
本
的
独
占
体
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
大
正
期
が
独

占
資
本
主
義
体
制
の
確
立
期
と
云
わ
れ
て
い
る
そ
の
様
相
を
端
的
に
示
す
も

の

で
あ
る
。
鉄
道
部
門
に
お
い
て
は
、
主
要
幹
線
は
明
治
三
九
年
の
鉄
道
国
有
化

法
に
よ
っ
て
国
有
化
が
進
行
し
て
い
た
の
で
、
電
力
部
門
に
お
け
る
独
占
体
形

成
は
ま
さ
し
く
日
本
型
独
占
体
を
考
え
る
場
合
の

一
つ
の
大
き
な
課
題
で
も
あ

ろ
う
。

つ
ま
り
財
閥
型
独
占
と
綿
糸
紡
績
部
門
の
部
門
独
占
の
独
占
資
本
の
形

成
の
な
か
で
、
電
力
部
門
で
の
独
占
資
本

の
生
成
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て

ゆ
く
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

ま
た
地
域
経
済
の
変
化
と
い
う
側
面
か
ら
み
た
場
合
、
川
上
川
水
系
の
発
電

所
建
設
の
進
行

に
よ
る
豊
富
な
電
力
供
給
能
力
の
高
ま
り
が
、
大
井
手
水
利
組

合
に
よ
る
水
利
灌
漑

部
門
に
電
力
の
使
用
を
う
な
が
し
、
そ
れ
が
反
当
収
穫
日

本

一
の
佐
賀
段
階

の
ク
リ
ー
ク
農
業
を
生
み
だ
し
た

一
要
因
で
も
あ

っ
た
こ
と

を
加
味
す
れ
ば
、
大
正
期
に
お
け
る
電
力
問
題
は
色
々
と
興
味
あ
る
課
題
を
蔵

し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。


